
昭
和
９
年
、
津
別
町
字
高
台
の
農
家

に
生
ま
れ
、
昭
和
41
年
、
活
汲
（
第
３
）

に
移
り
、
農
業
を
営
ん
だ
大
野
さ
ん
。

「
幼
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
、
今
ま

で
に
畑
の
堆
肥
の
た
め
牛
、
豚
な
ど
を

育
て
ま
し
た
が
、
馬
が
一
番
好
き
で
す
」

と
昔
を
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。

「
戦
時
中
の
買
い
上
げ
軍
馬
は
、
大
変

名
誉
な
こ
と
で
、
買
い
上
げ
に
な
っ
た

馬
を
見
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
よ
」
と
語
る
。

「
津
別
の
開
拓
、
農
耕
、
冬
山
造
材
に

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
労
働
力
で
、
当

時
、
農
家
に
は
最
低
で
も
馬
が
２
頭
飼

わ
れ
て
い
て
、
家
族
の
一
員
で
し
た
」

と
話
す
。

ば
ん
え
い
競
馬
は
、
鉄
そ
り
を
馬
に

引
か
せ
て
、
全
長
２
０
０
ｍ
、
２
ヶ
所

の
障
害
の
あ
る
直
線
コ
ー
ス
で
力
強
さ

を
競
う
レ
ー
ス
。

「
昭
和
40
年
７
月
25
日
、
育
て
た
馬
が
、

第
１
回
道
営
北
見
競
馬
特
別
競
争
（
３

歳
馬
）
に
お
い
て
優
勝
し
た
の
が
、
ば

ん
馬
の
生
産
者
に
な
っ
て
、
育
て
る
始

ま
り
で
す
」
と
語
る
。

平
成
16
年
、
体
調
を
崩
し
、
畑
作
を

や
め
、
好
き
な
馬
は
育
て
続
け
て
い
た

が
、
平
成
20
年
８
月
、
体
力
の
衰
え
か

ら
、
活
汲
市
街
に
転
居
さ
れ
、
43
年
間

の
生
産
者
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
る
。

ば
ん
え
い
競
馬
の
廃
止
が
検
討
さ
れ

始
め
、
平
成
19
年
、
旭
川
市
、
岩
見
沢

市
、
北
見
市
が
撤
退
し
、
帯
広
市
競
馬

場
の
単
独
開
催
と
な
る
。

「
ば
ん
馬
は
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
歴

史
、
文
化
が
あ
り
、
好
き
だ
し
可
愛
い
。

大
事
な
も
の
を
無
く
し
て
は
こ
ま
り
ま

す
」
と
存
続
を
訴
え
る
。

社
団
法
人
日
本
馬
事
協
会
か
ら
、
重

賞
レ
ー
ス
「
ば
ん
え
い
オ
ー
ク
ス
」
に

出
走
し
た
「
プ
リ
ン
セ
ス
ビ
ジ
ン
」
で
、

ば
ん
ば
生
産
者
に
贈
ら
れ
る
「
優
良
農

用
馬
生
産
者
賞
」
を
、
平
成
21
年
３
月

29
日
、
帯
広
市
内
の
ホ
テ
ル
で
受
賞
。

「
今
ま
で
に
強
い
馬
を
６
頭
輩
出
す
る

こ
と
が
出
来
て
う
れ
し
い
」
と
話
す
。

大
切
に
愛
情
を
こ
め
育
て
た
、
競
走

馬
「
ツ
ベ
ツ
ユ
ウ
（
母
馬
）」
の
血
を

受
け
継
ぐ
オ
ー
プ
ン
馬
「
コ
ー
ネ
ル
フ

ジ
」
は
、
現
役
で
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

次
の
日
程
で
「
家
庭
介
護
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

介
護
し
て
い
る
方
、
関
心
の
あ
る
方

な
ど
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
介
護
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。
都
合
の
良
い
日
を
選
び
、
申
込
み

く
だ
さ
い
。

<

日
程
・
内
容>

11
月
５
日
（
木
）

「
お
年
寄
り
の
栄
養
・
食
事
の

工
夫
」

か
ら
だ
の
調
子
を
整
え
る
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
、
お
年
寄
り
向
け
の
味
付
け
や

調
理
の
工
夫
、
食
事
を
取
る
と
き
の
姿

勢
の
注
意
点
に
つ
い
て
、
一
緒
に
勉
強

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
茶
や
味

噌
汁
に
『
と
ろ
み
』
を
付
け
る
方
法
を

実
践
し
、
試
食
体
験
も
し
ま
す
。
今
後

の
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
知
っ
て
て

た
め
に
な
る
内
容
で
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◎
講
　
師

土
井
ゆ
か
り
　
管
理
栄
養
士

（
津
別
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い

ち
い
の
園
）

11
月
６
日
（
金
）

「
口
腔

こ
う
こ
う

ケ
ア
（
お
口
と
歯
の
お
手

入
れ
等
）」

老
化
を
遅
ら
せ
る
た
め
に
は
、
食
べ

物
『
か
む
力
』『
の
み
込
む
力
』
を
保
つ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
歯
の
お
手
入
れ

だ
け
で
は
な
く
、
お
口
の
は
た
ら
き
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
参
加
さ
れ

た
方
々
に
お
口
の
ケ
ア
試
供
品
を
差
し

上
げ
ま
す
。
お
口
の
中
の
乾
燥
を
防
い

だ
り
、
歯
の
お
手
入
れ
の
便
利
グ
ッ
ズ

の
使
い
方
を
具
体
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

介
護
方
法
の
み
な
ら
ず
、
ご
自
分
の
健

康
や
美
容
の
た
め
に
も
参
考
に
な
る
話

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

◎
講
　
師

柳
原
光
代
　
歯
科
衛
生
士

■
場
　
所

津
別
町
林
業
研
修
会
館
（
役
場
裏
）

２
階
研
修
室

■
時
　
間
（
５
日
・
６
日
）

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

（
受
付
18
時
15
分
〜
）

■
参
加
申
込
み

11
月
４
日
（
水
）
ま
で
に
下
記
ま
で

連
絡
下
さ
い
。

さ
ん

ば
ん
馬
生
産
者

大
野
　
　
稔

【379】

お問い合わせ †76－2151税務担当（220・221）
収納担当（218）

年
末
調
整
や
確
定
申
告
等
の
扶
養
親
族

（
配
偶
者
も
含
み
ま
す
。）
の
控
除
に
つ
い
て

は
、
そ
の
扶
養
さ
れ
る
方
の
所
得
金
額
が
38

万
円
以
下
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
収
入

金
額
が
給
与
の
み
の
場
合
は
、
１
０
３
万
円

以
下
で
あ
れ
ば
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
に

な
り
ま
す
。
な
お
配
偶
者
の
場
合
、
収
入
金

額
が
給
与
の
み
の
場
合
は
１
０
３
万
円
を
超

え
１
４
１
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
所
得
金
額
に

応
じ
た
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。扶

養
等
の
控
除
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額

が
38
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
所
得
税
は
か
か
り

ま
せ
ん
が
、
住
民
税
は
扶
養
等
の
控
除
の
対

象
者
で
も
所
得
金
額
に
よ
っ
て
均
等
割
や
所

得
割
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
金
額
が
28
万
円
以
下
（
給
与
収
入
で

あ
れ
ば
93
万
円
以
下
）
で
あ
れ
ば
均
等
割
、

所
得
割
と
も
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
所
得
金
額
が
28
万
円
を
超
え
35
万
円
以
下

（
給
与
収
入
で
あ
れ
ば
93
万
円
を
超
え
１
０

０
万
円
以
下
）
の
場
合
で
は
均
等
割
は
課
税

さ
れ
ま
す
が
所
得
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
所
得
金
額
が
35
万
円
を
超
え
る
（
給
与
収

入
で
あ
れ
ば
１
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
）

と
均
等
割
、
所
得
割
と
も
課
税
に
な
り
ま
す

が
、
所
得
割
に
つ
い
て
は
所
得
控
除
に
よ
り

課
税
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

扶
養
控
除
等
と
住
民
税

に
つ
い
て

お問い合わせ　津別町地域包括支援センター（役場内） †７６－２１５８

「
直
接
お
客
様
と
接
す
る
窓
口
で
『
あ
り

が
と
う
』
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す

ね
」
と
話
す
の
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
社

会
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
加
藤
さ
ん
。
平

成
２
年
生
ま
れ
の
19
歳
で
、
出
身
は
美
幌

町
。
美
幌
北
中
学
校
、
北
見
緑
凌
高
校
を

卒
業
後
、
北
見
信
用
金
庫
津
別
支
店
へ
就

職
。現

在
は
通
帳
の
新
規
発
行
や
振
込
処

理
、
窓
口
業
務
を
担
当
。「
敬
語
や
丁
寧

語
な
ど
普
段
あ
ま
り
使
わ
な
い
言
葉
づ
か

い
や
、
笑
顔
で
の
対
応
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

中
学
校
で
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
高
校

で
は
吹
奏
楽
部
へ
所
属
し
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
担
当
。
２
年
生
の
時
に
は
『
第
20
回
全

日
本
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
』
で
全
国

の
舞
台
へ
立
っ
た
こ
と
が
あ
り
「
た
く
さ

ん
の
人
が
い
て
緊
張
し
た
ん
で
す
が
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」（
笑
）
と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
伺
う

と
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
し
た
い
で
す
。
数

年
前
か
ら
始
め
て
い
る
ん
で
す
が
、
滑
っ

た
回
数
も
少
な
く
、
思
い
通
り
に
滑
れ
て

い
な
い
の
で
、
今
年
は
昨
年
よ
り
多
く
滑

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

若
さ
を
活
か
し
た
明
る
い
職
員
を
目
指
し
て

加
藤
　
桃
子
　
　さ
ん

かとう　ももこ さん／平成２年８月生まれ／北見信

用金庫津別支店に勤務

家
庭
介
護
教
室

おおの　みのる　さん／昭和９年３月、津別町で生まれる／75歳
／活汲在住


